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去る九月、中国雲南省の昆明から出発し、ラオ
ス北西部、タイ北部、ミャンマー東部にまたがる、いわゆるゴールデン・トライアングル（黄金の三角地帯）を視察した。この麻薬生産で有名だった辺境 は越境輸送インフラの整備によって貿易・投資の拡大によるゴールデン・クァアドラングル（黄金 四角地帯）へ変貌しつつある。今回視察したのは左図に示す三つの経済回廊である。
定して中国系資本を誘致したが、カジノ遊興に絡んだ治安悪化から、中国政府の締め付けがあり、二〇一一年を境に盛衰が一転した。ラオス北西部は以前から少数民族文化を目玉とするエコツアーがバックパッカーに人気で、ルアンナムタはその宿泊町と 機能しており、中国領内よりも英語が通じる宿泊施設が多い。ボーテンからラオス・タイ国境のフェイサイまでの二二八㎞部分が以前は雨季に 通行不可能となる悪路であったが、 二〇〇八年の舗装工事完了により、 急こう配 ・急カーブの連続する部分が多いものの 一気に利便性 高まった。昆明からフェイサイまで 以前は最低でも三泊四日程度の険しい行程だった今 一泊二日で大丈夫だ。　
フェイサイと、メコン川を挟んで対岸のタイ側の
チェンコンは、これまで個人旅行者の 継宿泊地点として機能してきた。しかし、第四メコン国際橋 完成（二〇一三年六月予定）後には、貨物物流に加えて個人客やツアー客が素通り ていく可能性もあり、この二つの国境町で営業する旅行会社にとっては新たな生き残り戦略が必要となっている。第四メコン橋は、導入道路の基礎工事を終え、橋梁工事も中国の請負企業によって半分ほど進んでいる
（写真２）
。
　
フェイサイからメコン川上流方向へ約六〇㎞地点
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②南北経済回廊ミャンマー・ルート　
メーサイ（タイ） ・タチレク（ミャンマー）
国境からチャイントンを経由してマインラー（ミャンマー） ・打洛（中国）国境までの陸路（二五六㎞）往復を二泊三日で視察した。タイ側の国境町メーサイのハイライトは国境橋を往来する人々や車両の流れだ。行商、出稼ぎ労働、買い物などで行き交う両国の人々の流れは途絶えな 。
（写真４）
。国境橋を乗り越えてメーサ
イ側へ飛び降りたり、逆に橋へよじ登って帰したりするミャンマーの若者がいた
（写真５）
。
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出所：アジア開発銀行サイト入手地図を編集
①南北経済回廊ラオス・ルート　
昆明から西双版納（シーサンパンナ）自治州の
景洪および中国・ラオス国境を経由して、ラオス・タイ国境まで、公共バスを乗り継いで二泊三日で視察した。昆明・景洪間の約五〇〇㎞は大半が山道だが、全行程が片道二車線の高速道路 休憩所や給水所も多く設置されている。山間を縫うため多数の長いトンネル あり、大変な道路建設であったことが想像される
（写真１）
。景洪からラオス国
境へ向かう途中は山々の斜面にゴム園が広がる。　
国境での中国の出国手続きは、そのビルの威容
写真 1：ラオス・ルートの高速道路
写真 5：密出国をするミャンマー
　　　　の若者
写真 2：第 4 メコン国際橋の工事
写真 3：ラオス・ボケオ県の中国
　　　　資本によるカジノ
写真 4：メーサイ橋上の往来
比べると意外にスムーズだった。ラオス側の入国手続きもその質素な施設の印象通り てものんびり てスムーズだった。ラオス側の国境町ボーテンは、以前はジノ施設 中心に賑わっていたが 今はゴー トタウンと化している。ラオス政府が経済特区 指
語で金三角経済特区）という中国租界が出現している。
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（写真３）
とその周辺のメコン川沿いの遊歩道や出入国施設、さらには偽ブランドのバッグ類を大量に並べる新しい土産物村まで、すべて中国資本が関与している。カジノ客は見たところ、四対一くら の比率でタイ人よりも中国人が多く、彼らはボーテンから陸路で週末をかけてやって来るのだという。スタッフはすべてラオス人のよう 、少なく も地元の雇用創出には貢献しているのかもしれ い。今のところボーテンのような盛衰 運命は辿っていないようだ。
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メーサイの商店街にはインド系ミャンマー人の
姿を見かける。国境を歩いて渡ってすぐのタチレクの国境マーケットでは様々な中国製模造品を売っている。メーサイ側でも同様の商店が何件もあるが、タチレク側のほうがコピー商品の洪水度合が激しい感じだ。加えて、タチレク市内にはカジノ施設 四軒あり、国境を越えて来るタイ人ギャンブル客 需要に応えている。メーサ とタチレクのおびただしい商店の数にもかかわらず、日本の地方都市のシャッター商店街のように潰れずにやってい は、昔 ら 麻薬や宝石の取引など、非合法な経済活動が、少なからずこの国境経済圏を潤し からだと想像する。  タチレクからチャイントンまでの一六二㎞
は、その大半がカーブ 多い山道で、上述のラオス区間の地形 似ている。 だし こちらは未舗装 箇所や穴が多 箇所が多く 頻繁な減速が避けられない。 途中すれ違うトラックは「力帆」ブランドの中国製や、現代ブランドの韓国製が多かった。 ャイントン市内は全般に静かで落ち着い 雰囲気だが 地元の伝統マーケット 一〇〇ｍ四方くらい 空間に、市民（人口約二〇万人）の何分の一かが集合したのでは いかと思うぐらい混雑いていた。地元シャン人に混ざってアカ族など他の少数民族 行商人も出てきている。　
チャイントンからマインラーまでの九四㎞
はスリル満点だ。ガー レールのない断崖絶壁や穴ぼこだらけ 箇所が多いのに加え、途中で乗客が下車して徒歩で通過しなければならないチェックポイントが三か所ある。第二番目のチェックポイントからは、ミ マー政府当局の責任が及ばな 、シャン州第四特
ら越えてきた中国人だ。一般のシャン人たちには全く関係ない世界を形成している。　
カジノ移転の憂き目にもかかわらず、マイン
ラー市街はしぶとく賑わっている。中心地のマーケット 四区画に分かれていて、その一区画は伝統的な朝市、一区画は中国各地の中華料理を出すフードコート、一区画は土産物店街、そして最後の一区画は風俗店群だ。マーケットの中央に きちんと「公安」ブースもあり、いわば辺境の歌舞伎町 いう感じだ。③北部経済回廊（中緬国境貿易ルート）　
昆明から西へ向かい、ミャンマーと 国境町
である瑞麗まで（約七五〇㎞）の往復を三泊四日 視察した。途 の風光明媚な観光都市大理までの約三五〇㎞は山間 縫っているが、 ンネルを駆使した片道二～三車線のきわめてよく整備された舗装道路で平均時速一 〇～一二〇㎞で走行可能だ。 かし、瑞麗手前 一〇〇㎞から高速道路が終了 、一般道 国道三二 号線になり、片道一車線のカーブが多い難路となる。瑞麗に近づくにつれ、交通量 増え、とくに上り坂ではスピードが出ないトラック 追い越しには対向車線に神経を遣う。　
瑞麗（人口約十一万人）は主要道路が碁盤
の目のように交差していて、計画され 街だ。繁華街はにぎやかで、景洪（人口 四〇万人）と遜色ないという印象を受けた。繁華街にはファッション専門店や通信機器の専門店が並ぶ通りがあり、その一角が「瑞麗珠宝街」と呼ばれ、数えきれな ほどの翡翠を中心とする宝石店が並ぶ。そ 一部の「古龍珠宝歩行街」という通りは、 見るからにインド系のミャンマー人の 員が多く、ここはまさにミャンマー通りといえる。彼らミャンマー人 サービスするため 、ビンロウジュ巻き き揚げの屋台も出て て、瑞麗市 でもっとも賑やかな場所だという印象だ
（写真７）
。
　
ミャンマーとの国境をなす瑞麗江にかかる姐
告大橋を渡ると姐告国境貿易区だ この三 ・ 一四㎢の区域は二〇〇〇年に中国で最初 「境内関外」が適用され、ミャンマーのトラ クは の地域まで無税で進入す こ ができ、中国のトラックは姐告大橋の手前に設置された 通関と
写真 6：マインラー近くのカジノ
写真 7：瑞麗のミャンマー系
　　　   宝石街の賑わい
写真 8：姐告国境貿易区の
　　　  対ミャンマー国境ゲート
検疫を行なう瑞麗合同検問所を通過すると輸出扱いとなる。同区には三つの国境ゲートがある。第一に、 姐告大橋を渡ってまっすぐ突き当り（国道三二〇号の終点）に徒歩での一般渡航者用の立派な出入国管理ビル「国門」がある
（写真８）
。
別区が支配する領域となる。マインラーの手前約二〇㎞地点に、地元の田園風景から浮いたコンクリート製建物の集団が現れる。ここが二〇〇五年に中国当局の圧力でマインラーから追いや れたカジノ施設のコンプレックスだ（写真６）
。客も
スタッフもすべて国境か
　
以前はミャンマー側の国境町ムセにあるカジ
ノを目当てに中国人も第三国人も一時パスで越境できたようだが、今は無理だという。それでも、ゲート近くにはヤミで越境観光を斡旋してくる人 ちたむろしていて、一人あたり二〇〇～三〇〇元払えば 正式国境でなルートから出入りできるという。第二に、上述ゲ の北側に「辺民通道」というゲートがあり、一般車両の通過が可能となっている。ここからは両国の近隣の「辺民」同士が一時パスで自由に出入りしている。第三に、最 賑やかなのが、第二ゲートと真反対の南側 ある「貨物通道」というゲートだ。見た限り、中国側からミャンマーへ入る ラックがゲート手前で何台も待っていて 中 側の出超は明らかだった。この国境でもミャンマー人 不法出入国が簡単である証拠をみた。第一ゲートでは国境ビルの横手に隙間の大きい鉄製 柵があり、その隙間 らミャンマーの少年少女が簡単にすり抜けてきて、中国側にい 私たちに物乞いしてきた。第三ゲートでも、イミグレ施設のすぐ横 二・五ｍほどの高さの柵をよじ登って、ミャンマー方向へ帰 く男性を二人見た。ヤミ越 観光 斡旋もそうだろうが、失うも が少ない人 ちにと は、ハイリスク・ハイリター なのであろう。
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